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本市の良好な環境の保全や活用のためには、環境区分別の配慮指針で示した各項目について、

地域の自然や歴史文化などの資源や地域の環境特性・課題に配慮しつつ、人口や産業などの社会

特性に応じて取り組んでいくことが重要です。 

地域区分は、私たちの暮らしの中でなじみの深い９地域（西条地域、八本松地域、志和地域、

高屋地域、黒瀬地域、福富地域、豊栄地域、河内地域、安芸津地域）とし、市民アンケート調査

や地区の声を聞く会（地区ワークショップ）等の結果も踏まえ、各地域で求められる環境配慮を

地域別環境配慮指針として整理しました。 

なお、環境区分別の配慮指針と同様の配慮事項であっても、個々の地域で特に配慮が求められ

るものについては重複して記載しています。 

また、それぞれの地域の大まかな土地利用、主な河川やため池、文化財等の環境資源の位置な

どの基礎的な環境情報を整理した環境マップを参考に示しました。なお、基礎的な情報以外に地

域環境の特徴を表す情報については、地域ごとに表示しました。 
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※この図は里地里山エリアなどの環境の区分を示し

たものではありません。 

※白抜きの範囲は、小規模な宅地と農地の混在して

いる地域など、山林、農用地区域、市街化区域、

用途地域の区分に当てはまらない地域です。 


